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Auszug; 

Es ist leicht erkennbar， das das Spiel， ein fundamentaler Zug unseres Daseins， sich blos em-

pirisch auf das stadtliche Leben bezieht. 

Von der phanomenalen Vergleichung des Auf-der-Strase-Seins mit dem Spiel， wird hier das 

ontologische Struktur des Mit-Seins auf der Strase klar gemacht. 

Der Hinweis auf den analytischen Momente des Spiels nach E. Fink一一一Stimmungder Lust， 

Gegenwartigkeit und Unwirklichkeit als das Schein，ー一一dientuns als Leitfaden fur ein 

strukturanalytisches Verstandnis davon， und zwar Holizontal-Struktur der Stimmung und At-

mosphare des Auf-der-Strase-Seins. 

Schlusselworter; 

Spiel， Lustigkeit， Gegenwartigkeit， Unwirklichkeit， Strase 

s承 前
町や村落の住居は例えば，町の住居として，都会の

同じ集住形式でありながら，町(タウン)と都市や 住居として，形相と範薦乞関係と地平を背景にして

都会と人が呼ぶものとの差は，大規模な公共建築物が 異として，つまり全体としての差異をそれなりに自現

あるかないかにありとする論11は，いかにも人を説得 して，各々それ等であるのと同様に，公共建築物も此

する意味内容を含んでいるようであるが，はたして， の際，全体として異なるものとして了解的に自現する。

個々の生にとっての住にとり，実存的な空間としての 都市の路は，町の路と違って，同じ機能を果しつつ都

都市にとり，十分にその根拠を記述している言説と云 会的な路と自己を現わす。

えようか?当然に，公共建築物とは単なる物理的で機 体験するに容易で，顕在意識的に説明の困難な事態

能的なそれを意味していないことは明瞭であろう。 でそれはあろう。このことは，それらの事態が，明白
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で透明な志向の眼の正面に像を結ばない様態に，その 都市の街路も，都市そのものと同じように恒に既に

存立の地平を持っていることを暗示している。 そこに具体的に個性として(ということは顕在志向性

にとっては目立つものとしてl，あるいは広がりとし

私は，日常生活世界で生活している。ということは， ての雰囲気として在るものである。

どこかへ行ったり，何ものかへと有意志的に手を伸ば しかもそこに関わる人は自己の意のままに何時でも

し眼を向けたり，いわゆる様々の行為の連りを，始め 出入り可能な現実そのものである意味で，限界と所在

ては終り，なおまたその行為の全体が別の地平の行為 性の恒常を備えた明証的実在と現象する。以前の論

や営為の始まりであったりする種々のレベルの行為の 文6)に於て粗摘された如くに，その形相と範腐を備え

全体構造を，日々の行為と生きている。 て街路は，他の路や領域と生きて切り結びの只中に在

その際，全ての事物に私はいつも既に，世界の，あ ることが云い得ょう。再言すると，都市と同様に，街

るいは場のなかに在り，行為は恒に，既にして確立さ 路もその生きた連関で背景的に，他のものと差異的に

れたる“ここ"から“そご'へ，“そこ"から“ここ" 或る個有なものを指示している。

へと，意識の表に立てられた渡る動きや志向性として

行為する。そこには，ここを“ここ"とし，そこを“そ 巷間，近頃，都市が都市らしくなくなった，とか，

こ"とする既にして確立された働きが有り，開けがあ 本来都市が備えていた刺激性を失って来たとか，見る

る。 に耐える芸術性を欠いて来た71，などと云われること

そこで，感情こそが，その世界開示性に近づく秀れ がある。物理的事実や経済的事実としての都市は，場

て契機たりえる。その開かれた世界(場)で志向性が， 合によってはかつてのそれを遥かに陵駕する程に肥大

~への意識として自立する志向性として，張りめぐら して充実して来ていると云える程であるのに・

される志向性の活動空間 (Spielraum)であり，また『士、 とすれば上記の慨嘆は一体何の喪失を愁うるのか?

向性がどのようなものになるかはこの活動空間がどの 以前から今に至るまで都市は，閣の部分ゃうさん臭い

ようなかたちで開かれるかに懸っている。感情が問題 部分を，快楽や悦楽の部分を，いつも合せ持って来て

となるのはまさにここにおいてである。.12) いる。それでもなお，面白くなくなった近代都市とは，

それは，非志向的な場の開けとしての既在であり， 何を指して失ったとも変ったとも云われるのか?

被投的で既在である故に世界的で‘あり，またそれ故に

場の気候3)であるその場の情態性4)である。 都市は本性上，遊民を充実して生々とせしめる場で

M.ハイデッガーの気分づけられである世界の現わ あったペとの言説を，刺激性や芸術性の欠除の事態

れが持つ sichrichten auf~の能力は，普段，我々は でその本性を失ひつつあるとの直観と重ね合わせてみ

顕わには気づかれない。つまり，いつもたいていは， ると，どうやら真面白で合理的な日常生活からの逸脱

白からの発意で自らの行為を隅々まで生きるべきとす を，つまりは真正の遊びの部分を，都市の中心から失

る志向的世界と見倣していて，場の被投的指示性は看 った事態，生活が平板化した事態とも見ることができ

過される o るだろう。

そこで顕在するのは，また人が没頭するのは，専ら， このことは，また，目的に適った合理的で効率的な

あれやかれやの個物や他者との直接的な指示関係であ 行動 例えば買物や仕事一ーと，金を払って瞬時だ

る意味であり，意識は，その顕現している限りでの， け我有化を許可されたエンクローズする場一一喫茶庖

本来制限されている範囲での，見る私であり見られる やレストラン や，唯一，解放された場でありえる

私であることに集中している。 公道上の車の中，これ等の場所以外に居ることが仲々

志向的意識のヴェクトル的能作からして，あたかも 出来ない今の都市の状況と，余剰と遊び心を収容して

私と他者や対象が，独立して対照的に対応していると くれない街と直面するだけで判ることである。

仮定する科学的世界観が，人間の行為の基盤であるか

の如くに理解されている。 その典型的部分との予観のもとで採り上げられた街

此の世界の既在性の関連を，サルトルは，情緒とは 路の意味が，目的を専ら主旨して効率と利便を顕現し

世界の変形(unetransformation du monde)と了解す て具体する用存在にその基礎を置く“道路である"こ

ること5) と総合する。 とを超えたものである事実は，上記の欠如の事態や前

回の歩きの組描表現を散見するだけでも直観できる
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し，又，了解的で客観的な現実であろう。

そこで、行なわれる金と物品との取引きは，全体とし

て，買物という機能を全うする行為のみではなく，シ

ョッピングと称せらるべき都市特有の，ついでに買物

をも含むような行為であろう。そのそこには，ショッ

ピングたらしめるような全体の場の力が支配してお

り，金さえ出せば得られる充実ではない。その背景と

してのものを含む全体である“街(まち)"なるもの

の意味は，丁度，プランケンブルクが云うところの自

明性 (Selbstverstandlichkeit)9)と重なるものと云える

だろう。彼の患者アンネの限には，或る場の他者が振

舞う行為がぎこちなく，かつての自然さを失って見え，

その場でのアンネの行為も，外の他者からは，そこに

唐る生きた人の行為と，どこか妙に一致して見えてい

ない。彼女は，その中でその意味が判らず，あらゆる

ものを努力して真面白に目前に据えて意図的に捕え直

して，認識的に対応することで，やっとその現実の時

空(の場の意味)を演じさせている。“いま，ここ"

があってこその“いまのもの"と“この人"である

10)はずのものが，逆に，ものを“いまのもの"や“こ

の人"と見倣さんとすることで，“いま，ここ"を(ひ

いてはWeltlichkeitを)支えんとする努力に続く失敗

として，病いは把えられている。そこ，病いの世界で

は，ものや人の〈互いに共に (miteinander))が{互い

に，街路での人の現象様態と存在様態に眼を向ける o

s 遊戯 (Spiel)と都市の街路
今回の此の記述の導きの糸である遊戯(das Spiel) 

については，主としてE フインクのそれを筋目とす

る。というのも， E.フインクの遊戯論13)は遊戯の存

在論的考察を主題としているが故に，此処での都市街

路の空間論が，単なるあれやこれやの空間記述だけに

留らないためにも，対照する遊戯論も，遊戯のあれや

これやの現象学的記述14)に向かわなくて人間存在の

重要な契機としての遊戯に関わるものが選ばれた。

フインクによると，通常の日常生活世界での体験の

内では隠されている世界関係 (Weltverhaltnis)が，人

間の営為の一切を包括する基礎地平としてあること

が，正に美的体験や子供の遊び、を含めた遊戯こそが世

界開示の契機として働くことを通して，見出されると

いう。人聞は，彼の『世界位置づけ (die

Weltstellung) を遊びの一定の了解の導きの下で.115)

知るのである。

言葉が持つ本来の脹らみを削く危険をおして，遊戯

の契機的意味構造を抽き出すとすれば，以下の様に筒

潔化出来ようか?

に反して (gegeneinander)}に解体して11)，場の雰囲気 現実世界からの独特の在り方で離脱と訴えかけを同

は後退して根源の相に落ち込んでいる。 時併存させながら，無目的的で没価値的な個有の感情

的一体化 (Miteinander-Sein) の共働空間 (Mitraum)

都市の街路の全体一一(街路〉一一ーは，当然にそれ を雰囲気の意味(Sinn) として生かしつつ，端的にい

故，その場に特有の miteinanderへと人と物ごとを集 まを共演'(Mitspielen)する16)ことに遊戯は存る。

積 (dingen) し，人や物ごとは雰囲気に気分づけられ

てteilnehmeneinanderするという自明な在り方をし 遊んでいる折に誰れでもが感じているのは，特別に

ている空間であると云いえる。 自由であることで，その自由さが生む屈託のない程の

快活さと明るさが，その自由であることと同義の仮象

その根源様態は，前回の記述で12) 気分的に，高揚， と昂揚した軽さを伴っていることである。殆んど浮遊

軽快，広がり，浮遊，など非日常的世界の質への傾き していると云ってよい程の束縛のなさに在る。

に在るとされた。

当然に，その自由さを遊びながら，遊んでいる人ゆ

類似した質の非日常を最も強く典型的に生きるもの えに気づいている事だが，その自由さは，現実世界の

に，遊び(Spiel)の空間がある。真面目さの逸脱と直 重さと切れた遊戯世界の完結性にあり，遊びはそれ故

観した都会的なることと同質な傾きに在る故に，遊び に，遊戯世界の外に，目的も原因も結果も直接求めな

の要素を契機として，更に街路の miteinanderを同定 い。特異な限定された時間，空間に生きている171。つ

してゆくことが，今回の素描では自論まれている。 まり非現実的な場面である。それは現実的なものと激

遊戯性や演技性と街路の空間の質との近似性の直観 しく対立し，ありありとその差異を見せつけて，最も

は，既述の素描を通しでも妥当していると云えよう。 特異な，遊びの契機と映る。

今回は更に進んで，その両者の差異と類同とを手立て
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〈街路〉の対照的基盤地平の現実化として描かれ 演劇jや画像の世界や子供の遊びに共通に見られるよ

た18)<路地〉が，平静な真面目と労働という有目的 うに，遊戯には雰囲気的意味 (Sinn) が付帯してい

な効率的な行為の連鎖を基とする日常世界の相貌と記 る22)。その意味には構造的に非現実的仮象 (dasun-

述され，人はそこでは，呉邦人か，ホッと自己を取り wirkliche Schein)があり，その質を決めている。

もどす処とされた。 街路も，主体や事物的意味を特化させる路地と較べ

て，その現実性から距離を取ることで生成する意味空

〈街路〉はその最も甚だしい例は，祝祭日の混沌と 間(Sinnraum) であることで，幾分かのものを遊戯と

エネルギーに充ちた非日常の喧騒の場合と云っても外 通底していると云えよう。

れてはいないだろう。儀礼ではない日常では気恥しい

様な極彩色と舷輝も，縁日的な小屋掛けの臨時性と同 これまでの論拠では，此の二者が，同ーのものの二

じ非日常を表現して，それ故に許される。 表現態とまでは同定出来ない。つまり，街路は遊びの

その活気のある昂揚感は都市内の街路を大なり小な 一様態と云ふには，切実な現実性を感じない訳にはい

り充していて，そこに居る人を幾分とも自己を超えて かない部分があることも直観として確かである。

自己の外へと出て立たせる。がしかし，白己を失う程 であるがかなりの処，空間的質の契機に，構造的に

には開かれた離脱で、はない。陶酔や忘我の様な極端な 同じ傾きを保持していることは識った。

祝祭などの昂揚の気分配のように，個別性の限界が 一つ一つの様態の類似比較にとって，また，悉皆的

破壊された根源調和の状況ではなく，個の限界はやや な比較構造をとったかどうかも，此の際は問題にしな

暖昧ではあるが確立している。何かあるものへと自己 い。街路の対日常生活世界との関連へと光をもたらし

をゆずり渡し指し向ける安心と信頼に在る，と云って てくれる契機が，専ら選ばれて，その存在(論)的構

もよかろう。場合によっては，かなり易々と制御して 造に，焦点は当てられる。このようにして，両者を共

そこから自己をとりもどすことも可能な程に……。 約する契機として，現在性，非日常と仮象性，親密さ

ただし基本的に，強さや活発さや軽やかさへの飽く

なき希求の真面白さに欠け，或る一定の開放と溶解の

が選択された。

s現在性
持続として，より広い中性的で普遍的な傾きを持つ喜 都市の都会的雰囲気は，街路での歩行の際の気分に

ばしさの広がり (Gegend)の眺望に，人は生きる。自 表現し，その歩行は通過や前進のそれではないいわゆ

己の肉の喜悦というよりは，場の興奮と漂う。今は決 るブラブラ歩きゃ遊歩である，と記述されたお)。

して留って静止しているのではなく，次から次へと後 人間にとって物を見たり認識したりする行為は本来

続する今であって，来る未来も過ぎ去りし過去も，そ 何らかの行動のなかでなされ，そこではそのリズムを

の今の内に支部を保っている限りでの今という未来で 地平としリズムに励まされて認識が成立して来るが，

あり，荷重のない過去である。 行動が違えば同じ風景が違って見えて来るものであ

る。だがそれでもなお，あれこれの具体的な身体運動

此の状態の享蔓へと身を開いて在ることは，ここで や事物が時として個々を違って出現して来ても，その

のウインドーショッピングなどの行為の風景に妥当し 街路では同じ変らないものが，私を貫いていることの

ていることが直観される。此の享受は，全くの受動的 直観を持つ。或る街路から別の街路に移った時，動き

態位のそれではなく，明るく愉しいもの，賑やかで小 の変化と共に雰囲気の変化も識る。がまた，都市の街

さな驚きに聞かれた非理性的態位であるが故に，思わ 路に共通する晴の契機も両者に共有して惨みている。

ぬ衝動買いや珍奇なものへの志向が生じる故縁とな 差し当り，鋭角的な目標のない“場を当り，場を占め

る。喜ばしい気分や昂揚した気分が， r人聞を把える る"歩みは，独りごつ肱きに似て，取り敢えずの現実

時，彼は閉ざされた孤立した存在の中にとどまってい 性に目覚めているが，より目前の対象には直接的に志

ることが全くできず，生や新しい人生経験……，他人 向していない非現実的な配慮の仕方を体していて，所

との接触に対して，自らを聞くのである.120)。 を得ている。

身体的な拡張は，主客は融合し，周界に没している

ことを示している21)0 そこでは，充実する道程も奥も場所の変遷も，基本

的な生成の構造には関わらず，歩行に特化される特別
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なリズムの身体運動に裏打ちされた独特な昂揚した気 今に次ぐ今の連続と形容出来るかもしれない街路に

分が支配する。差し当りで取り敢えずの歩の運びは， 於る歩行の現在性は，遊戯に於てより純化した姿で窺

運動意識の内在化をリズムにまとめて地平化し24) リ うことが出来る。

ズムとその歩みが現象的に現在的であることを保障し 『遊戯は現在を与える j25)とフインクが云う時， rわ
通す。目的を持たざる歩みは，場を超え出ずることが れわれの本質の深みのなかで静止し，世界の永遠の息

ないことで未来的ではなく，過程や歴史を歩みに表立 づかいを聞きとり，過去の流れのなかに純粋な形象を

てない意味で過去と距離を隔て，その場のリズムに乗 見る，あの現在』ではない。今まさに創造的であり通

って漂い安着していることで現在的である。 している現在，現在進行態で、今将に動きつつ在ること

走り廻るのでもなく，停止して静かでもない人々の に隅々までに占め尽されている現在である。

動きは，その街その街路に特有なものが必ずあって，

そこでの人々は明らかにそのリズムに共感して動いて

いる。そこには，時間の経過に分節的なものはなく，

ただ活々と段落なく漂っている。

既述の様に，街路でのブラブラ歩きに典型した開け

を見るリズムに内在する現在性は，その完結した時空

に起因すると考察されたが，その現在性も，決して，

絶対静止としての氷結した不動の絶対的現在ではな

繁華街やアーケード街といわれる街の中心の街路で く，開かれた身体の活きて動いていることに内在する

も当然，買物という生活必需品を求める目的行為の機 息吹きであった。正に，遊戯の活動的創造行為の時間

能もふんだんに，或いは含んでもいる。だが，それは 性に近いそれのようだ。

場合によっては，街路をより街路らしく在らしめる契 此の現在性は，遊戯性の第一の契機である非現実性

機要素ではあり得ても，スーパーマーケットでの購買 (die Unwirklichkeit) と主体の超現実性(dieUber-

行為と違って，必ずしも不可欠の機能ではなさそうで wirklichkeit)26 )と相即の事態である。

ある。つまり，買うもの食べるものがなくても近寄り

たくなるなにかがあるようだと考えられる。

同じ買う行為でも，どこか現実生活の切実さや真面

目さとは別の， どこで中断しでもかまわない行為のよ

うに暖昧な，行為というよりは図化しつつある気分の

変換のような調子がある。意識は，功利的なものに図

的に鋭角的に向かわず，ある範囲の広がりに漢として

目覚めていて，なお現れ出で来る新奇で珍奇なものに

は眼が向く意識である。意識が非意識的に関わる調子

はリズム的である。

というのも， リズムは本質的に，習性，慣習，伝統

という身体運動の現実的な態位や，例えばM.ポンテ

ィーの身体図式の直接的で無意識の現実態を，超えて

“開かれて在る"現在性を離れては在りえないからで

ある。運動そのものの表現が，認識的な意志主体の中

心的から，環境の広がりへと惨み出て現在的である。

身体図式の固さではないリズムの柔軟さを動きの調

子に持っていることは，途上に生起するあれやこれや

の小さな出来事一一食事，ショッピング，見世物，大

道芸，等々一ーに開かれ，関与出来る小さな変曲を，

同じ質的気分の内に，難なく含み込んで流れる自由さ

に見ることが出来る。それ故の志向対象の図地の不分

明さや地化する図は，また通常の時間を経過から切り

離して，場を全体として現在化させる。

そのことはフインクの言説の中に見出すことが出来

る。

『遊戯はあくまでも活動であり，創造であるーーが，

しかし，それは永遠の静かな事象の近みに立つ。遊戯

はわれわれの生の歩みの連続性を究極目的に規定され

た連関性を「中断する」。それは不思議にも他の生の

営みからは抜けだして，距離を保つ。しかしそれは統

一的な生の流れから逃れるように見える，まさにその

ことによって，かえってその流れに意味深く関係する

一一つまり表現という形において。』

その生の世界の時の経過を中断し，空間に隔りを置

くことで生成する現在性は，木村敏が27)，病いとして

の日常性の2つの意味方向 自己の可能性の追求と

いう未来と，既知の慣習や経験の保守的な埋没である

過去 の極端化とは別の，第3の日常性の破壊と称

する狂気に通底していると考えてよいだろう。

それは非理性の時間として，愛の悦惚や自然との一

体感や芸術的超越体験などの形で出現する非日常であ

り現在性である。そこには，現実と非現実との時間的

空間的な二重性，現実の時空のパラフレーズされた非

現実の時空の仮象性が在る。

g 非日常性

都会の街路の空間， r街頭」には，いろいろのもの
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やことが顔を見せてくれる。 だから，そここ遊びの場とし，ここ=遊びの外と出

特別な展示などの催しもあれば，人眼を引くような 来る傍観者も在り得るし，たいていの場合，その傍観

庖や物もある。又，いつに変らないそこの活気に充ち 者が在ってますます，遊びをこことする遊ぶ人の遊び

たリズムもある。それは，人の心を浮き立たせ，惹き は，冴えて濃厚な雰囲気を共有するようになる。

つける。いわゆる盛り場の魅力がある281。

自分が毎日毎日を暮している日常の暮しにはない晴 そこでは，素朴で真面白な日常生活の生の遂行のよ

の気配がある。 うな， どっしりと存在する存在者やものの事物性に依

存する存在者の実存とは懸隔して， ものごとは現われ

その路の傍に在るレストランや喫茶は，単なる食堂 る。仮象として，あたかもの遂行としての「かのよう

ではなく，そこでの“食べる“飲む"行為ですらも， な行為 (ein"Tun， als ob“)jとして，軽やかな活気に

どこか単に空腹や喉の渇きを癒すのみの生理的な摂食 充ちて現象することを，遊びは，包含している。

行為ではない響きがある。空腹を中心化顕在化して切 『遊びは，稀にしか見ることの出来ない， r存在jと
実に食に向かわずに，それを下部構造とした“文化を 「仮象」の縫れ (Einlneinander von "Sein“und"Schein“) 

採る"ニュアンスの，“雰囲気を食する"行為に近く， として，相即的に同時に，仮象する存在 (ein

そこで体験的現実は，日常生活の家庭のそれとは別種 scheinendes Sein) であり，存在する仮象 (ein

の内実を備えて，それはそれとしてはるかに，意図が seiender Schein)である。.1311

篭って印象的である。 虚構的非現実性とは云え，遊びは，現実のパラフレー

このことは，そこでの気分は，現実の生活世界の機 ズをそのまま出現せしめる処に，現象的意味の契機が

能や実存を超え出ているが故と，まずは一言，云って ある。ものの現実からの離脱と保持の，両義的な傾き

おいてよいであろう。つまり，非日常的で非現実な傾 の現勢化が，そこの現在性と創造性の地平をかたちづ

きに在る。 くる。

向じ傾きを，遊びに際しでも見ると云っても無理な その仮象と現実の縫れの関係を，遊びの仮象性が最

押しつけではないだろう。 も強く表に立つ舞台上の演技に見てみよう。その際，

『遊びには，一般に周知の仕方で「非現実性」の契 当然に，仮象とは演じられる空間や役柄だし，現実と

機が属する。』とフインクが云う時，彼は日常との関 は板の舞台や生身の役者その人を指す。

連が主導のモーメントとなって遊びの特質を決めてい 役割としてのパーソナリティーや痛みは，その役者

ると直観する。つまり ，rわれわれが遊びを遂行する のパーソナリティーや痛みではないものとして，しか

ときに感ずる屈託ない快活さ，全体的な生の気分の明 し，別の“今"と“そご'として真面白に迫真的に，

るさと軽さ，つまりほとんど浮動さとでも言えるもの ありそうな現実を，さも現実的に演じる新派の劇にも，

への変化は実存的重圧の生の次元からの逃避にその根 当然に，パーソナリティーの二重のズレや，舞台とそ

拠を持つ.1291と直観する。 の劇中の場所の二重奏などなどのパラフレーズはあ

軽さとは，快活さとは，その方向への，つまり生の る。あるが故に，その人の痛みと見る人に訴えて来ず

重さへと反対の方向へと，超え出る身の在り方を云い に，劇の中の歴史に生きる痛みと知れるのである。

当てている。

しかも遊びが遊びに留まり，完全な逃避 例えば その仮象性は，例えば，女が男を演じる宝塚のレヴ

精神の病ーーの如き単なる全き超脱ではないことは， ューや，男が女を演じる歌舞伎では，より強くその重

その遊びが現実性を帯同した非現実であることの二重 奏性が補強される。補強され濃厚にされるからこそ，

性一一「仮象J(Schein)301ーーにある。このことは， より虚構的な仮象となり，男であること一一存在一一

遊びとは単に夢のように奇妙で特異な感覚像を与える と女であるべきこと 仮象 ，女であることを素

という戯れ的で舷惑的な生の否定ではなく，確実な事 材にした上に重ねられて透ける男であるはずのこと，

実であり，遊びの現実とでも云へるものである。 それらが，宝塚たるところを，歌舞伎たるところのも

遊びを決定づける重要な非現実性の契機である現実 のを主導する。祝祭的で演技的になる。

のパラフレーズとしての現象様態として，仮象の様態 ただしその際，仮象性が過度に堕し，無意味に時間

であった。 を浪費する不真面白な仮象的行為に淫する時，仮象は
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真正の，生の再活性化創造の契機を失い，戯れ的にな わない。同じような食べものや飲み物を食べ飲み，スー

る。 パーよりは高いがやはり同じ衣料品を買い……。

遊びは本来，構成的に，真面目な生の仮象的パラフ

レーズを特徴として内に持つのである32)。その仮象性 つまりは，家で飲めば同じ酒も同じではない，家で

が遊びの空間の軽快さと非日常性を生み出して来る。 食べれば同じハンバーグステーキでも同じではない，

とする何かがあると云わねばなるまい。又は，同じで

さて，では都市の街頭に接して娯楽施設や歓楽施設 あることを理解しているが，更に別なるなにものかが

があったり，娯楽的雰囲気や歓楽的気分が漂っている 添加されて来る事態と了解する意味構造があることか

ことは，時折，都市に住む人々ーーとは云え，都市の もしれない。

住宅地区の平凡な普通の日常に住んでいる人々 休日の住宅街は雰囲気を一変させるが，街の中心の

が，毎日の真面目でそれ故に重い生活の否定的で逃避 街路では日頃の暖昧な晴の気分を冴え渡らせて活々と

的な単なる休怠や弛緩，場合によっては忘却を装うた させるものが，遊びの仮象と同じものと現われ出てい

めの消極的な，在れば在った方がましな程度のもの るとは，酒にもハンバーグステーキにもありありとは

か? 見えない。酒はやはり酒であり，ハンバーグステーキ

気温の暖冷や物の大小の様に，同一地平に並在する は，別の時空のものとして仮象的と云える程に変化し

カテゴリー的対立関係に，その雰囲気と日常生活世界 たそれを食べているのではないのは明白だ。

は，対置されるべきものであろうか? しかし非日常的な気分に在ることは，既に何回も素

都市が農村に対立する第二義的意味で成立すること

を止めて以来，生まれて以後一生を都市内にのみ住む

ような人が出現している今町都会的なることと都市

は，既に人間の根幹的な存在様態と合致するものの具

現となったと解しても異論ないところだろう。

実存的なるものとの，直接するか又はそれを射程に

した写像的変換かの，存在論的に構成に位置を占める

ような重さを持っているはずである。

都市の街路での遊歩や娯楽休日は，日常の真面白で

素地の生からの，たまたまのスリップアウトとしての

妨律いでも，着実な経過の時間と天と地の間(あいだ)

に住まうことの停止や放棄のみに留るが如き消極的な

遊曳行為でもない。

日常の生と地平を違えて厳しく激しく対立し，なお

かつ，積極的に相支え合う別の生の根拠として，現存

在の現に(固有の位置づけを持つ。それが，都市の街路

の気分づけられた空間である。

真剣な菩畜精神や懸命な努力は，その気分に水をか

ける野暮となる。生活実感に直下に触れる品物一一例

えば野菜や魚肉などーーを売るマーケット街や市場よ

りは，生活臭から遠い物 化粧品，遊具，遊戯場や

歓楽街などーーを扱う商行為の街路の方が，よりその

雰囲気を帯び易いことは，誰れしも周知の，自分の内

部の体験の実感証言から周知のことである。

それで与もやはり，そこで行われる行為は， 日常生活

世界でなされるそれと，客観的で機能的事実と寸分違

描して来たように，事実的である。

繰り返すと，街路の存在根拠は，生の基本地平に関

連づけられており，単に実存的な日常生活世界の消極

的なパイプレイヤーではないことに在る。というより

は，日常生活世界の内の，不可欠の半分を占めている，

と云ってもよいだろう。

つまりは，遊びと同じように，埋没した日常の生の

根拠を照し返し自らも輝く内在する個有価値を持ちえ

て，原価計算的な積みあげのパースベクティグ世界と

は違って，街路は，軽快に越え出ている。

生理的充足や，経済的満足を超えてこそ，そこでの

行為は街路の意図に添い，印象的で表現的であり，そ

れ故に，確固として堂々として見えてくる。

g 共同存在

活々した都市には，人々でにぎ、わっている姿の街角

を想起する。明らかに，都会らしさは，単なる社会学

的事実としての人口の高密にではなく，現象としての

集中，つまり雑踏とか賑わいといわれる人々の状況に

関係を持っている34)0

また，山野や大海原での一人ぼっちは耐えられでも，

都市の人々の中の喧燥にあっての孤独は耐えられない

程に強烈で凄惨ですらあるとか。

後者の事態は，都市らしさと云えるようなものが，

又なおそこに在る人々が造る何ものかが欠除した事態



であろうとの直観は，人気のない不安が充ちるさびれ 構造的に，個人的，孤絶的な行為なのではなく，共同

た街を旅したことのある人には判りえるものだろう。 の遊戯者としての他者に開かれているものである。j371

その直観は，自然、や世界性の露呈の中の私の孤絶よ つまるところ，或る共通の雰囲気の上に描く相互行

りはもっと切実に現象としての孤独を，在るべき境位 為的な図柄としての志向性の発揮が強く表に立ってい

の地平への否定的な関与を意味して凄惨なもののそれ るかの様である。このことを，遊びの現象学的なあれ

であろう。 これの記述に専らしたR.カイヨワは，適切に以下の

その都会らしさに触れて，山崎正和は内都市の人 様に述べている。

口の集積は， rただ無名の人間が大量に集まっている r ......大部分の遊びは，問いかけと答え，挑発と応
ということではなく，好寄心に満ち，刺激に敏感で， 戦，扇動と感染，興奮や緊張の共有である。遊びは，

そして感覚や考え方の柔軟な人たちJの集合であらね 共感をこめて注目してくれる観衆の存在が必要なの

ば都市らしさには至らないという。そうゅう人々(の だ。……偶然の遊びでさえ，……群衆の中での方が，

態位)が前提とも契機ともなって，無構造で自由な情 より魅力的だと思われる。j381

報の伝達が，その相互に行われたり，行われる可能態 遊びに際しての質の強烈さと相互主観的な顕在化を

にあったりする，いわゆる大衆社会が生成する。その 含む特殊化し個別化した共同存在構造が，それに透し

そこにこそ都市は在りえると言う。 見えて来る。非日常的ではあるが構造化されて約束化

された情報のやり取りであろうし，個化した私の確立

分析的に契機別にではあるが，これまでに，空間の が，そこには在る。見る人としての大衆社会性を帯び

質としての気分の類同性，時間の現在性，非日常なる た遊びの外に在って傍観することで、参加している人

限られた場と物の立ち現われと見て来た処，遊戯の空 と，遊ぶ私との区別，限界づけがはっきりと確立する。

間と，都会性の具現としての街路との聞に，現象的に このことを E.フインクは，陽気な気分に衝かれ

近縁のあることを直観する。 て自らを進んで規則に縛つてなされるコミュニケーシ

感情の質は同じであり，その程度を違えていると見 ョン的性格(kommunikativerCharakter)に在ること

ることも出来る。非日常の更なる下部構造の差異ある と称する。人は，遊びに於て共遊(Zusammenspielen)

ことは，ここではひとまず措いて，現象空間の構造と とも相互遊び(Miteinanderspielen)とも云える相互関

しては，はなはだ類同のものがあると言いおいても， 係に在る遊びの輪(Spielgemeinschaft) を仮象的に出

以下の考察には支障はないものと想われる。 現せしめる。遊ぶ人は，特別の高揚の気分(Stimm-

というのも，此処では，現象空間の素描から 1歩進 ung)に気分づけられて一致調和 (Stimmung)に在る。

んで，そこでの人々の存在論時境位に焦点を当てて考 その気分は大きく遊びの外と内とを分けていること

察したいからである。 で，気分の生成は，仮象を見ることに通底している。

また，仮象はその二重性の故に正面視の対象野に現

一体，既述の様な好寄心に満ち刺激に敏感な人たち 前するものであると考えられるから，その気分に至る

とは，どの様に在る存在様態だろうか? 予めの社会共向性は問題ではなく，集中することによ

る気分の共同こそが主調となる。

このことを照し出すためにも，遊びのそれを見てみ 遊びは，没頭し過熱し，当の人の頭の中の全てを占

ることは助けになることと考えられる。 める志向性の先になりえるものである。

それは至った先の開けに在ることを，既述の遊びの

再びフインクによると，遊ぶ人とは互いに親密さ 存在論的記述は指している。そこからどこかへと向う

(Innigkeit)一一フインクの遊戯論の主旨は，遊びの世 現在進行の境位ではない。それ故の場の濃密化として

界開示性の鍵を，遊びの全体において了解的に内存在 の高揚であり，結び、つける力の強力391さであり，共

することとしての親密さに求めるところにあるが36)， 同であることの顕在的確認としての遊戯行為である。

今回は，それは触れない。ーーにあって，その遊びの

手続きを体している人である。 他方，街路での私は，単に分裂病の欠如の事態が教

『遊戯は，社会的実存が基本的になしうべきことで えてくれる基本的地平の社会性401とも，私的存在を

ある。遊びは，共に遊び，互いに遊ぶことであり，人 その欠如態とする世界の共同性411とも違う，更に別

間的共同社会の親密な形式である。遊ぶということは の地平のものであろうことは，先に見て来た。
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基本的な気分の質は程度を薄めて遊びと同じである の虚構性ほどの二重世界性は顕在しないが，両義的な

が，その空間の限界づけを，在る人の視野の内には遊 実存と超越の漠然と未分化な状態のようである。反対

び程に顕在的に現出させない。 に，ものの様態が，漠然と未分化に出現すればする程，

つまり眼前の仮象もなく，あれこれの関心対象にも 場の雰囲気に気分づけられていて，主体の確立度は，

気分的に影響されず，さし当りの事物の有用性や利用 明瞭でないことになろう。酔酎時の私のように…

可能性にも留意せずに身体感覚的なリズム感で主に気 その十全に厚味も触覚的直接性も実在の事物が呈せ

分を支えられて，軽い昂揚と軽快さに身を在らしめて ずに浮揚的に私から距離を取って在ることは，その程

いる。 度の拡散さで，見る私というか散在する私というか，

方向性の空間に在ることも身体化していることも手 その私の視座を据える。

伝って，人は，“途上に在る"軽さを楽しんでいる。 拡散する私，散在する私で，現実から距離をとった

楽しむ身の自由と空間の開け，である。 処に居付く私と他の私，ゆるい姿での共同 (Mitsein)

それは，あれこれの特殊化に準備した“途上に在る" に気分づけられ，調和させられている。

ことでもあり，どこか昂揚も背景的である。というの およそひたすらの熱意や興奮を呈する祝祭での没我

も，挑発や扇動や興奮を帯びるに拒絶的ではない空間 の集団では決してなく，ひそやかな共通のリズムで非

の質ではあるが，その気分の生成を根源的に，それら 日常に超脱気味の，しかし現実性を帯同する程度の，

相互交渉的な昂揚に負つてはいない。 軽い昂揚を伴う地平的な開けに身をゆだねた連帯に在

る人々である。

現実的な場での“ものごと"を周縁へと押しやり， というよりは，その開けに在ることから，存在的遊

生活世界の生々しい疲れや臭いや活々した肉の喜びさ びとでも云えるような空間の気分に，参加する自主性

えも，その場の気候に陰を射すと距離を置くことは， を帯びた，集団以前の集団への，共調への準備と萌芽

その場の気分の非日常(軽さへの昂揚)のリズム越し の態位に在ること，と云った方が適当であろう。

に，その質を通して，ものを見ることにつながる。丁 まして西欧の広場の Welt1ichkeit42Jへともたらす

度，それは遊び、のパラフレーズによる仮象の世界の生

成に相貌的に似る o 仮象世界は軽妙で個有のリズムに

占められている故にも-

s 結びー←一街路に在ることの意識
街路にあって私は私の個人的関心を特定の対象に向

けて意識を特に鮮明にはしていない。しかしそれは不

活発な停滞の様態に在ることを意味してなくて，珍し

いもの輝くものへと転々とするキヨロキョロした眼に

現実化する如く，図と地とが毅然として安定して分節

していることではない状況に在ることを云う。

街路に在る意識は，一つの充実した明らかな輪郭を

もったく図〉に集中することよりは，くその辺り〉に

漂い拡散する意識一一つまり，高さや広さの全体的な

感知一ーであって，対象的に対応して (gegen-

einander)立つ (stehen)て見つめられる対象 (Gegen-

stand)である基本を解放された非現実様態に向かう意

識である。そこでの“もの"は，ものたる根拠の実存

的物性を表に立てない様態で見られ，それ故に遊びの

仮象と現象的に似ている。どっしりとした実在的姿か

らは幾分離れ，軽い姿をしていて，記号的な形相関係

に連り易い。それは，想像の産物や遊びの世界の仮象
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能力は備えていない。
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